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地域デザインフォーラム・ブックレットの刊行にあたって

第5期地域デザインフォーラムの成果公表

大東文化大学と東京都板橋区が、新しい時代に向けて克服すべき

地域社会の課題に連携協力して取り組む地域連携研究「地域デザイ

ンフォーラム」も第5期10年目の終わりを迎えた。日本社会の構

造変化の中で地域社会を取り巻く環境が大きく変貌し、対応の転換

が迫られている。これからの地域社会の形成には、産学公民の連携

(協働)による取組みが不可欠である。この地域デザインフォーラム

は、特に都市型の地域課題について、大学と自治体とが共同研究を

通じてそのメカニズムを解明し、その解決法について、検討した研

究成果に基づき政策提言を行い地域社会の活性化を推進しようとす

る仕組みである。この共同研究活動は、2000年の開始後、産学公民

協働の一つの新しいあり方を提示してきた。これまで第1期から第

4期までの共同研究成果は、ブックレットとして公表されている。

この第5期第一分科会は、研究テーマを「地方公共団体の財政改革

への新たな提言に向けて」とし、大東文化大学教員と板橋区職員が

共同研究を約2年余り続け、その研究成果をこのブックレットに集

約した。構成は、三部からなり、第1章財政改善のためのNPMの

導入-ABCの適用可能性を中心として､第2章新しい法定外税とし

て『事業承継者支援税』の創設提言、第3章PFI事業を通じた支援

の基礎的考察、となっている。

この2年余りの問、各研究員は本来の業務に追われながらも、分

科会のテーマに沿って懸命の共同研究を行ってきた。ここに改めて

各研究員に対し感謝申し上げたい。これらの共同研究の成果が自治

体政策の形成や地域課題の解決、さらには新しい地域社会の創造に

役立ってほしいと切に願っている。

2011年3月

第5期地域デザインフォーラム第一分科会

共同研究員一同

(代表大東文化大学経済学部中村年春）
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